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補
正
予
算
第
１
号

大
宮
小
学
校
児
童
ク
ラ
ブ

増
築
工
事

Ｑ　
砕
石
敷
エ
リ
ア
を
舗

装
に
変
え
る
が
、
砕
石
の

廃
棄
費
用
は
。

Ａ　
砕
石
を
敷
き
な
ら
し

て
舗
装
す
る
の
で
、
処
分

費
は
不
要
と
な
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

Ｑ　
４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

集
団
接
種
計
画
は
。

Ａ　
５
月
24
日
に
医
師
会

に
説
明
し
て
最
終
決
定
し
、

７
月
か
ら
集
団
接
種
と
個

別
接
種
を
行
う
よ
う
考
え

て
い
る
。
使
用
す
る
ワ
ク

チ
ン
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
と
モ

デ
ル
ナ
を
予
定
し
て
い
る
。

集
団
接
種
を
行
う
回
数
は
、

３
回
目
よ
り
や
や
少
な
く

な
り
そ
う
で
あ
る
。

補
正
予
算
第
２
号

子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金
事
業

Ｑ　
ひ
と
り
親
世
帯
分
と

そ
の
他
の
世
帯
分
の
給
付

金
が
対
象
世
帯
に
届
く
ま

で
の
流
れ
は
。

Ａ　
ひ
と
り
親
世
帯
対
象

者
で
、
令
和
４
年
４
月
分

の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

は
、
申
請
不
要
で
あ
り
、

６
月
末
ま
で
に
支
給
を
行

う
。

　
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の

対
象
者
で
、
令
和
４
年
４

月
分
の
児
童
手
当
ま
た
は

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
し
、
令
和
４
年
度
の
住

民
税
均
等
割
非
課
税
者
は
、

申
請
不
要
で
あ
り
、
７
月

か
ら
支
給
す
る
。

　
そ
の
他
の
対
象
者
に
つ

い
て
は
、
令
和
５
年
２
月

28
日
ま
で
に
申
請
が
必
要

で
あ
る
。

補
正
予
算
第
３
号

公
用
車
購
入

Ｑ　
現
在
の
市
長
公
用
車

は
平
成
22
年
に
約
２
０
０

万
円
で
購
入
し
て
い
る
。

今
回
の
購
入
費
５
３
０
万

円
と
大
き
な
差
が
あ
る
。

予
算
計
上
の
経
緯
は
。

Ａ　
購
入
か
ら
11
年
経
過

し
、
走
行
距
離
も
約
17
万

９
千
㌔
㍍
で
、
安
全
装
備

も
現
在
の
基
準
か
ら
劣
っ

て
い
る
。

　
電
気
自
動
車
の
購
入
コ

ス
ト
は
他
の
同
水
準
の
車

両
と
比
べ
高
い
が
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と
補
助
金

で
価
格
差
は
埋
ま
る
も
の

と
考
え
て
お
り
、
同
時
に

環
境
対
策
と
し
て
市
の
姿

勢
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
。

Ｑ　
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
た
め

Ｅ
Ｖ
車
購
入
に
対
す
る
補

助
制
度
の
創
設
は
で
き
な

い
か
。

Ａ　
国
の
補
助
金
が
比
較

的
充
実
し
て
い
る
の
で
、

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な

い
。
し
か
し
、
行
政
の
み

な
ら
ず
香
美
市
全
体
で
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で
、

研
究
し
て
い
き
た
い
。

旧
山
田
小
学
校
児
童

ク
ラ
ブ
の
解
体
工
事

Ｑ　
解
体
工
事
を
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
今
後
、
行
政

財
産
で
持
っ
て
お
く
の
か
、

普
通
財
産
に
し
て
民
間
に

売
却
す
る
の
か
さ
ま
ざ
ま

あ
る
が
、
見
解
は
。

Ａ　
今
後
、
行
政
財
産
と

し
て
の
利
活
用
が
無
い
か

を
十
分
精
査
し
、
利
用
し

な
い
と
判
断
し
た
際
に
は

普
通
財
産
に
移
行
す
る
。

ザ
・
シ
ッ
ク
ス
ダ
イ
ア

リ
ー
か
ほ
く
ホ
テ
ル
ア

ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
改
修

Ｑ　
大
浴
場
改
修
設
計
委

託
費
４
５
０
万
円
が
計
上

さ
れ
て
い
る
。
約
５
年
前

の
大
規
模
改
修
時
に
は
予

想
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

ま
た
、
利
用
者
が
減
る
中
、

各
部
屋
に
も
浴
室
は
有
る

が
、
高
額
な
改
修
工
事
を

す
る
必
要
性
は
。

Ａ　
平
成
28
・
29
年
に
実

施
し
た
改
修
工
事
の
際
に

は
、
予
算
の
関
係
で
実
施

で
き
て
い
な
い
。
ま
た
、

当
ホ
テ
ル
は
フ
ァ
ミ
リ
ー

層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て

い
る
た
め
、
各
部
屋
の
ユ

ニ
ッ
ト
バ
ス
で
は
、
親
子

で
入
る
に
は
手
狭
な
構
造

に
な
っ
て
い
る
。

大
栃
中
学
校
寄
宿
舎

Ｑ　
山
村
留
学
の
受
け
入

れ
施
設
の
内
容
は
。

Ａ　
教
員
住
宅
の
居
室
が

４
室
あ
り
、
そ
の
う
ち
の

２
室
を
生
徒
用
に
改
修
す

る
。消

防
救
助
工
作
車
配
備

Ｑ　
新
車
購
入
費
８
６
９

０
万
円
の
内
容
は
。

Ａ　
現
在
の
工
作
車
よ
り

小
型
の
車
体
で
、
積
載
す

る
資
機
材
に
つ
い
て
は
基

本
的
に
同
様
で
あ
る
が
、

事
故
車
両
を
解
体
す
る
資

機
材
が
油
圧
式
か
ら
充
電

式
電
池
に
変
更
と
な
る
。

審 議 結 果

令和４年度一般会計補正予算
第１号〜第３号を全会一致で可決
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審 議 結 果
５月臨時会議（5/20）
◆報告
第 4 号 香美市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
第 5 号 香美市税条例等の一部を改正する条例の制定について
◆議案
第42号 令和４年度香美市一般会計補正予算（第１号）
第43号 香美市長等の給与及び旅費支給条例の一部を改正する条例の制定について
第44号 香美市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
第45号 香美市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
第46号 香美市児童クラブ設置条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について
第47号 香美市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
◆同意
第20号 固定資産評価員の選任について
第21号～第22号　監査委員の選任について
第23号 教育委員会委員の任命について
６月定例会議（6/2～6/24）
◆報告
第 6 号 繰越明許費繰越計算書（一般会計）の報告について
第 7 号 事故繰越し繰越計算書（一般会計）の報告について
◆議案
第48号 令和４年度香美市一般会計補正予算（第２号）
第49号 令和４年度香美市一般会計補正予算（第３号）
第50号 令和４年度香美市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第１号）
第51号 香美市地域公共交通活性化協議会設置条例の制定について
第52号 香美市日ノ御子河川公園キャンプ場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
第53号 香美市別府森林総合利用施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
◆意見書案
第 6 号 国民の祝日「海の日」の７月20日への固定化を求める意見書の提出について
第 7 号 国の責任で介護従事者の処遇改善を求める意見書の提出について
第 8 号 憲法前文を指針に、ロシアに「国連憲章守れ」の一点での包囲網をつくる外交努力を求める意見書の提出について

※  以外はすべて全会一致で可決または同意されました。

賛否が分かれた議案等に対する各議員の賛否の状況
会　　派 市民クラブ 自由クラブ 公明党 日本共産党 無会派 議長

氏　　名

萩
野　
義
和

山
口　
　
学

久
保　
和
昭

小
松　
　
孝

爲
近　
初
男

山
本　
芳
男

村
田　
珠
美

島
岡　
信
彦

小
松　
紀
夫

舟
谷　
千
幸

比
与
森
光
俊

笹
岡　
　
優

森
田　
雄
介

濱
田
百
合
子

山
﨑
龍
太
郎

山
崎　
晃
子

利
根　
健
二

議　案
第44号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × －
第45号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × －

意見書案
第 6 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 欠 × × －
第 7 号 × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 －
第 8 号 × × × × × × × × × × × 〇 〇 欠 〇 〇 －

※「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「－」は議長につき採決に加わらず。
※議案第44号・第45号、意見書案第６号・第７号は、賛成多数で可決されました。


